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現在の研究課題  ３次元心エコー法を用いた右室機能解析と肺高血圧症における意義、 

          スペックルトラッキング法を用いた心不全の病態解明、在宅モニタ 

          リング可能な超音波検査機器の開発、AI による超音波自動診断装置 

         の開発 
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（旧 日本臨床検査自動化学会）, 日本感染症学会, 日本心エコー図学
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研究内容 

 

 主な研究は、心臓超音波検査を用いた心機能解析を行っています。すでに、左室機能の評価法については多数

報告され確立されておりますが、右室は左室と異なり非対称的で複雑な形状をしているため右室の全体機能を把

握することが困難です。そこで、我々は、３次元心エコーやスペックルトラッキング法などの新規技術を用いることで、右

室機能が肺高血圧の病態を反映し、予後予測に有用であることを明らかにしました(Am J Cardiol 2015, 2016, Int 

J Cardiol 2016, Echocardiography 2020)。さらに、右室は流入部と流出路によって肺高血圧の治療効果に対する

反応が異なり、流入部は血行動態と、流出路は予後と相関するなど、右室局所によって臨床的意義が異なること

を世界で初めて提唱いたしました(Circulation Cardiovasc Imag 2019, JAHA 2021)。今後も、様々なタイプの肺高

血圧症の右室機能を検討し、将来的にガイドラインに引用される研究成果を発表することを目標としています。 
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